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飯
田 

龍
太

　
俳
人
飯
田
龍
太
は
、
俳
壇
史
上
で
も
ま
れ
に
見
る
高
い
文

業
と
清
冽
な
句
柄
で
日
本
人
の
心
を
魅
了
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
俳
句
は
普
段
着
の
文
芸
、
庶
民
の
文
芸
で
あ
る
」

と
し
て
、
そ
の
普
及
と
指
導
に
あ
た
り
、
俳
句
の
裾
野
を
広

げ
る
べ
く
、
尽
力
し
ま
し
た
。

　
龍
太
の
功
績
を
称
え
、
よ
り
多
く
の
方
に
俳
句
に
親
し
ん

で
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
二
十
六
年
度
よ
り「
飯
田
龍
太
賞
」

の
募
集
を
開
始
、
前
回
よ
り
賞
名
を
「
龍
太
賞
」
と
改
め
ま

し
た
。

　
今
年
は
龍
太
生
誕
１
０
０
年
を
迎
え
ま
す
。
み
な
さ
ま
の

ご
応
募
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

大正9年、山梨県東八代郡境川村（現笛吹市境川町）
に生まれる。昭和37年、父飯田蛇笏の死去により、「雲
母」主宰。清新な詩情と気品ある声調で自然や人間
を詠いあげた作品を多く発表する一方、郷土山梨で
の文芸活動に携わり、山梨県立文学館の創設、山梨
日日新聞の文芸欄の選者などを務め、俳句の普及に
貢献した。昭和56年、NHK学園俳句講座を創設。
講座監修者として多くの俳句愛好家の指導にあた
り、俳句の裾野を広げることに尽力した。同年、日
本藝術院賞恩賜賞受賞。平成4年、「雲母」900号を
もって終刊。平成19年、逝去。享年86歳。（写真提供：
飯田秀實）

い
い
だ

り
ゅ
う
た

投
句
用
紙

投
句
作
品

裏
面
の
所
定
の
用
紙（
コ
ピ
ー
可
）を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

投
句
用
紙
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
き
ま
す
。（
ネ
ッ
ト
で
の
投

句
は
で
き
ま
せ
ん
）

応
募
は
１
人
１
組
に
限
り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
応

募
で
き
ま
す
。

●
投
句
作
品
は
、
15
句
と
も
自
作
・
未
発
表
で
、
作
者
本
人

か
ら
の
投
稿
に
限
り
ま
す
。

●
既
発
表
作
品
・
二
重
投
句（
同
一
及
び
類
似
作
品
を
新

聞
・
雑
誌
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
コ
ン
ク
ー
ル
・
結
社
誌
・

同
人
誌
・Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
・
ブ
ロ
グ
・Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
へ
の
投

句
）は
、
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

●
15
句
中
に
既
発
表
作
品
、
二
重
投
句
、
酷
似
作
品
が
あ

れ
ば
、
無
効
と
な
り
ま
す
。

新
作
15
句
を
１
組
と
し
、
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。
表
題（
タ
イ
ト
ル
）を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

選
　
考

15
句
を
１
組
と
し
て
一
次
選
考
、最
終
選
考
を
行
い
、入
選
・

奨
励
賞
・
選
者
賞
・
龍
太
賞
を
決
定
し
ま
す
。

入
選
が
内
定
し
た
作
者
お
よ
び
受
賞
が
内
定
し
た
作
者
に

は
、
12
月
上
旬
に
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

発
　
表

入
選
作
品
と
作
者
名
は
、大
会
当
日（
令
和
３
年
１
月
24
日
）

発
行
の「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会
龍
太
賞
入
選
作
品
集
」で

発
表
し
ま
す
。
な
お
、
投
句
者
に
は
作
品
集
を
１
冊
お
渡

し
い
た
し
ま
す
。

龍
太
賞
、
選
者
賞
、
入
選
作
品
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

※

最
終
ペ
ー
ジ
に
記
載
の「
応
募
上
の
ご
注
意
」も
必
ず
お

読
み
く
だ
さ
い
。

賞

●
龍
太
賞…

選
者
の
合
議
に
よ
る
最
終
選
考
を
経
て
、
１ 

組（
15
句
）を
決
定
。

●
選
者
賞…

各
選
者
１
組
を
決
定
。

　
龍
太
賞
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
）

ス
テ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
す
。

投
句
締
切

令
和
２
年
９
月
30
日（
水
） 

消
印
有
効

１
組
15
句
　
五
、〇
〇
〇 

円（
１
人
１
組
に
限
る
）

※

幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生
の
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
。

投
句
料
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２

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
内
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会
事
務
局

投
句
先

郵
便
払
込
を
ご
利
用
の
場
合

●
郵
便
払
込
取
扱
票
の
通
信
欄
に
組
数
と
投
句
料
を
ご
記

入
の
上
、
払
込
み
く
だ
さ
い
。
振
替
払
込
受
付
証
明
書

を
投
句
用
紙
の「
の
り
し
ろ
」欄
に
貼
り
付
け
て
、
ご
応

募
く
だ
さ
い
。（
証
明
書
が
な
い
場
合
は
、
払
込
み
し
た

日
付
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

口
座
番
号
：
０
０
１
９
０ 

ー 

５ 

ー 

３
３
６
８
６
９

加
入
者
名
：Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
俳
句
大
会
事
務
局

「
龍
太
賞
」選
者
（
敬
称
略 

五
十
音
順
）

第22回 全国俳句大会選者 敬称略
五十音順（ ）

い
な
は
た 

こ
う
た
ろ
う

稲
畑
廣
太
郎

昭
和
三
十
二
年

兵
庫
県
生
れ

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」主
宰

稲
畑
　
汀
子（
い
な
は
た 

て
い
こ
）

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」

名
誉
主
宰

か
っ
こ
う

こ
う
う

た
ま
も

し
　
び

た
け

た
か

む
ぎて

ん
い

ち
い
ん

そ
う
じ
ゅ

さ
わ

ぐ
ん
じ
ょ
う

い
の
う
え
　
　
や
す
あ
き

井
上
　
康
明

昭
和
二
十
七
年

山
梨
県
生
れ

「
郭
公
」主
宰

う
だ
　き
よ
こ

宇
多
喜
代
子

昭
和
十
年

山
口
県
生
れ

「
草
樹
」会
員
代
表

お
ざ
わ
　
　
　
　
み
の
る

小
澤
　
　
實

昭
和
三
十
一
年

長
野
県
生
れ

「
澤
」主
宰

か
い
　
　
　
み
ち
こ

櫂
　
未
知
子

昭
和
三
十
五
年

北
海
道
生
れ

「
群
青
」代
表

か
た
や
ま  

ゆ
み
こ

片
山
由
美
子

昭
和
二
十
七
年

千
葉
県
生
れ

「
香
雨
」主
宰

た
か
や
な
ぎ
　
か
つ
ひ
ろ

髙
柳
　
克
弘

昭
和
五
十
五
年

静
岡
県
生
れ

「
鷹
」編
集
長

つ
し
ま
　
　
　
や
す
こ

対
馬
　
康
子

昭
和
二
十
八
年

香
川
県
生
れ

「
麦
」会
長

「
天
為
」最
高
顧
問

な
つ
い

夏
井
い
つ
き

昭
和
三
十
二
年

愛
媛
県
生
れ

あ
お
い

俳
句
集
団

「
藍
生
」会
員

「
い
つ
き
組
」組
長

に
し
む
ら
　
　 

か
ず
こ

西
村
　
和
子

昭
和
二
十
三
年

神
奈
川
県
生
れ

「
知
音
」代
表

ほ
し
の
　
　
　
た
か
し

星
野
　
高
士

昭
和
二
十
七
年

神
奈
川
県
生
れ

「
玉
藻
」主
宰

ま
さ
き
　
　
　
　
　
こ

正
木
ゆ
う
子

昭
和
二
十
七
年

熊
本
県
生
れ

「
紫
薇
」同
人

み
や
さ
か
　
　 

し
ず
お

宮
坂
　
静
生

昭
和
十
二
年

長
野
県
生
れ

「
岳
」主
宰

俳
句

作
品
募
集
中

第
22
回

選
者（
五
十
音
順
）

自
由
題
・
題
詠

稲
畑
廣
太
郎

井
上

　康
明

宇
多
喜
代
子

小
澤

　
　實

櫂

　未
知
子

片
山
由
美
子

髙
柳

　克
弘

対
馬

　康
子

夏
井
い
つ
き

西
村

　和
子

星
野

　高
士

正
木
ゆ
う
子

宮
坂

　静
生

《
主
催
》 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

《
後
援
》 

文
化
庁
／
東
京
都

 

公
益
社
団
法
人
俳
人
協
会

 

現
代
俳
句
協
会

 

公
益
社
団
法
人
日
本
伝
統
俳
句
協
会

 

国
際
俳
句
交
流
協
会

《
協
力
》 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ナ
ル

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

《
協
賛
》 

伊
藤
園

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 新

作
十
五
句
募
集
︵
テ
ー
マ
自
由
︶

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル

（
東
京・渋
谷
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル

（
東
京・渋
谷
）

会

　場

令
和
３
年
１
月
23
日（
土
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

令
和
３
年
１
月
24
日（
日
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

開
催
日
時

投句締切
令和2年

9/30
（水）

  Anniversary

も
も
と
り

そ
う
じ
ゅ

稲
畑

　汀
子

宇
多
喜
代
子

大
串

　
　章

高
野
ム
ツ
オ

龍
太
賞

※大会当日の模様は収録し、編集の上その一部を後日放送する予定です。
※新型コロナウイルス感染拡大の状況によってはイベント内容を変更する場合があります。

昭
和
六
年

神
奈
川
県
生
れ

大
串
　
　
章（
お
お
ぐ
し 

あ
き
ら
）

「
百
鳥
」主
宰

昭
和
十
二
年

佐
賀
県
生
れ

宇
多
喜
代
子（
う
だ 

き
よ
こ
）

「
草
樹
」

会
員
代
表

昭
和
十
年

山
口
県
生
れ

こ
ぐ
ま
ざ

高
野
ム
ツ
オ（
た
か
の 

む
つ
お
）

「
小
熊
座
」主
宰

昭
和
二
十
二
年

宮
城
県
生
れ

●
規
定
の
投
句
用
紙
あ
る
い
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
投
句
フ
ォ
ー
ム
に
必

要
事
項
及
び
未
発
表
作
品
を
日
本
語
で
記
載
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ

全
国
俳
句
大
会
事
務
局
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
性
別
・
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
ど
な
た
で
も
ご
応
募
で
き
ま
す
。

本
大
会
関
係
者
は
投
句
で
き
ま
せ
ん
。

●
幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生
の
方
が
応
募
さ
れ
る
場
合
は
保
護

者
の
同
意
を
得
て
く
だ
さ
い
。

●
入
選
作
品
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
刊
行
物
・Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
な

ど
で
使
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
選
考
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。

投
句
さ
れ
た
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

●
大
会
事
務
局
で
あ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
個
人
情
報
保
護

の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
、
取
得
の
際
に
示
し
た
利
用
目

的
の
範
囲
内
で
利
用
し
ま
す
。
お
預
か
り
し
た
個
人
情
報

は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
通
信
講
座
や
大
会
の
ご
案
内
に
の
み
使

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。（
当
学
園
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
、
個
人
情
報
保
護
ポ
リ
シ
ー
を
記
載
し
て
お
り

ま
す
）

●
作
品
投
句
し
た
時
点
で
本
注
意
事
項
に
同
意
し
た
も
の
と

し
ま
す
。

応
募
上
の
ご
注
意

必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い

〒
１
８
６

－

８
０
０
１ 

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
２
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２

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会
」事
務
局

　
　
　
　
☎
０
４
２

－
５
７
２

－

３
１
５
１
㈹

（
平
日
９
時
30
分
〜
12
時
・
13
時
〜
17
時
30
分
）

お
問
い
合
わ
せ
先・投
句
先

前回の大会には、国内外の7歳～103歳の皆様から
俳句をお寄せいただきました。
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飯
田 

龍
太

　
俳
人
飯
田
龍
太
は
、
俳
壇
史
上
で
も
ま
れ
に
見
る
高
い
文

業
と
清
冽
な
句
柄
で
日
本
人
の
心
を
魅
了
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
俳
句
は
普
段
着
の
文
芸
、
庶
民
の
文
芸
で
あ
る
」

と
し
て
、
そ
の
普
及
と
指
導
に
あ
た
り
、
俳
句
の
裾
野
を
広

げ
る
べ
く
、
尽
力
し
ま
し
た
。

　
龍
太
の
功
績
を
称
え
、
よ
り
多
く
の
方
に
俳
句
に
親
し
ん

で
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
二
十
六
年
度
よ
り「
飯
田
龍
太
賞
」

の
募
集
を
開
始
、
前
回
よ
り
賞
名
を
「
龍
太
賞
」
と
改
め
ま

し
た
。

　
今
年
は
龍
太
生
誕
１
０
０
年
を
迎
え
ま
す
。
み
な
さ
ま
の

ご
応
募
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

大正9年、山梨県東八代郡境川村（現笛吹市境川町）
に生まれる。昭和37年、父飯田蛇笏の死去により、「雲
母」主宰。清新な詩情と気品ある声調で自然や人間
を詠いあげた作品を多く発表する一方、郷土山梨で
の文芸活動に携わり、山梨県立文学館の創設、山梨
日日新聞の文芸欄の選者などを務め、俳句の普及に
貢献した。昭和56年、NHK学園俳句講座を創設。
講座監修者として多くの俳句愛好家の指導にあた
り、俳句の裾野を広げることに尽力した。同年、日
本藝術院賞恩賜賞受賞。平成4年、「雲母」900号を
もって終刊。平成19年、逝去。享年86歳。（写真提供：
飯田秀實）

い
い
だ

り
ゅ
う
た

投
句
用
紙

投
句
作
品

裏
面
の
所
定
の
用
紙（
コ
ピ
ー
可
）を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

投
句
用
紙
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
き
ま
す
。（
ネ
ッ
ト
で
の
投

句
は
で
き
ま
せ
ん
）

応
募
は
１
人
１
組
に
限
り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
応

募
で
き
ま
す
。

●
投
句
作
品
は
、
15
句
と
も
自
作
・
未
発
表
で
、
作
者
本
人

か
ら
の
投
稿
に
限
り
ま
す
。

●
既
発
表
作
品
・
二
重
投
句（
同
一
及
び
類
似
作
品
を
新

聞
・
雑
誌
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
コ
ン
ク
ー
ル
・
結
社
誌
・

同
人
誌
・Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
・
ブ
ロ
グ
・Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
へ
の
投

句
）は
、
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

●
15
句
中
に
既
発
表
作
品
、
二
重
投
句
、
酷
似
作
品
が
あ

れ
ば
、
無
効
と
な
り
ま
す
。

新
作
15
句
を
１
組
と
し
、
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。
表
題（
タ
イ
ト
ル
）を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

選
　
考

15
句
を
１
組
と
し
て
一
次
選
考
、最
終
選
考
を
行
い
、入
選
・

奨
励
賞
・
選
者
賞
・
龍
太
賞
を
決
定
し
ま
す
。

入
選
が
内
定
し
た
作
者
お
よ
び
受
賞
が
内
定
し
た
作
者
に

は
、
12
月
上
旬
に
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

発
　
表

入
選
作
品
と
作
者
名
は
、大
会
当
日（
令
和
３
年
１
月
24
日
）

発
行
の「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会
龍
太
賞
入
選
作
品
集
」で

発
表
し
ま
す
。
な
お
、
投
句
者
に
は
作
品
集
を
１
冊
お
渡

し
い
た
し
ま
す
。

龍
太
賞
、
選
者
賞
、
入
選
作
品
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

※

最
終
ペ
ー
ジ
に
記
載
の「
応
募
上
の
ご
注
意
」も
必
ず
お

読
み
く
だ
さ
い
。

賞

●
龍
太
賞…

選
者
の
合
議
に
よ
る
最
終
選
考
を
経
て
、
１ 

組（
15
句
）を
決
定
。

●
選
者
賞…

各
選
者
１
組
を
決
定
。

　
龍
太
賞
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
）

ス
テ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
す
。

投
句
締
切

令
和
２
年
９
月
30
日（
水
） 

消
印
有
効

１
組
15
句
　
五
、〇
〇
〇 

円（
１
人
１
組
に
限
る
）

※

幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生
の
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
。

投
句
料

〒
１
８
６

－

８
０
０
１  

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
２

－
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－

２

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
内
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会
事
務
局

投
句
先

郵
便
払
込
を
ご
利
用
の
場
合

●
郵
便
払
込
取
扱
票
の
通
信
欄
に
組
数
と
投
句
料
を
ご
記

入
の
上
、
払
込
み
く
だ
さ
い
。
振
替
払
込
受
付
証
明
書

を
投
句
用
紙
の「
の
り
し
ろ
」欄
に
貼
り
付
け
て
、
ご
応

募
く
だ
さ
い
。（
証
明
書
が
な
い
場
合
は
、
払
込
み
し
た

日
付
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

口
座
番
号
：
０
０
１
９
０ 

ー 

５ 

ー 

３
３
６
８
６
９

加
入
者
名
：Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
俳
句
大
会
事
務
局

「
龍
太
賞
」選
者
（
敬
称
略 

五
十
音
順
）

第22回 全国俳句大会選者 敬称略
五十音順（ ）

い
な
は
た 

こ
う
た
ろ
う

稲
畑
廣
太
郎

昭
和
三
十
二
年

兵
庫
県
生
れ

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」主
宰

稲
畑
　
汀
子（
い
な
は
た 

て
い
こ
）

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」

名
誉
主
宰

か
っ
こ
う

こ
う
う

た
ま
も

し
　
び

た
け

た
か

む
ぎて

ん
い

ち
い
ん

そ
う
じ
ゅ

さ
わ

ぐ
ん
じ
ょ
う

い
の
う
え
　
　
や
す
あ
き

井
上
　
康
明

昭
和
二
十
七
年

山
梨
県
生
れ

「
郭
公
」主
宰

う
だ
　き
よ
こ

宇
多
喜
代
子

昭
和
十
年

山
口
県
生
れ

「
草
樹
」会
員
代
表

お
ざ
わ
　
　
　
　
み
の
る

小
澤
　
　
實

昭
和
三
十
一
年

長
野
県
生
れ

「
澤
」主
宰

か
い
　
　
　
み
ち
こ

櫂
　
未
知
子

昭
和
三
十
五
年

北
海
道
生
れ

「
群
青
」代
表

か
た
や
ま  

ゆ
み
こ

片
山
由
美
子

昭
和
二
十
七
年

千
葉
県
生
れ

「
香
雨
」主
宰

た
か
や
な
ぎ
　
か
つ
ひ
ろ

髙
柳
　
克
弘

昭
和
五
十
五
年

静
岡
県
生
れ

「
鷹
」編
集
長

つ
し
ま
　
　
　
や
す
こ

対
馬
　
康
子

昭
和
二
十
八
年

香
川
県
生
れ

「
麦
」会
長

「
天
為
」最
高
顧
問

な
つ
い

夏
井
い
つ
き

昭
和
三
十
二
年

愛
媛
県
生
れ

あ
お
い

俳
句
集
団

「
藍
生
」会
員

「
い
つ
き
組
」組
長

に
し
む
ら
　
　 

か
ず
こ

西
村
　
和
子

昭
和
二
十
三
年

神
奈
川
県
生
れ

「
知
音
」代
表

ほ
し
の
　
　
　
た
か
し

星
野
　
高
士

昭
和
二
十
七
年

神
奈
川
県
生
れ

「
玉
藻
」主
宰

ま
さ
き
　
　
　
　
　
こ

正
木
ゆ
う
子

昭
和
二
十
七
年

熊
本
県
生
れ

「
紫
薇
」同
人

み
や
さ
か
　
　 

し
ず
お

宮
坂
　
静
生

昭
和
十
二
年

長
野
県
生
れ

「
岳
」主
宰

俳
句

作
品
募
集
中

第
22
回

選
者（
五
十
音
順
）

自
由
題
・
題
詠

稲
畑
廣
太
郎

井
上

　康
明

宇
多
喜
代
子

小
澤

　
　實

櫂

　未
知
子

片
山
由
美
子

髙
柳

　克
弘

対
馬

　康
子

夏
井
い
つ
き

西
村

　和
子

星
野

　高
士

正
木
ゆ
う
子

宮
坂

　静
生

《
主
催
》 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

《
後
援
》 

文
化
庁
／
東
京
都

 

公
益
社
団
法
人
俳
人
協
会

 

現
代
俳
句
協
会

 

公
益
社
団
法
人
日
本
伝
統
俳
句
協
会

 

国
際
俳
句
交
流
協
会

《
協
力
》 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ナ
ル

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

《
協
賛
》 

伊
藤
園

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 新

作
十
五
句
募
集
︵
テ
ー
マ
自
由
︶

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル

（
東
京・渋
谷
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル

（
東
京・渋
谷
）

会

　場

令
和
３
年
１
月
23
日（
土
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

令
和
３
年
１
月
24
日（
日
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

開
催
日
時

投句締切
令和2年

9/30
（水）

  Anniversary

も
も
と
り

そ
う
じ
ゅ

稲
畑

　汀
子

宇
多
喜
代
子

大
串

　
　章

高
野
ム
ツ
オ

龍
太
賞

※大会当日の模様は収録し、編集の上その一部を後日放送する予定です。
※新型コロナウイルス感染拡大の状況によってはイベント内容を変更する場合があります。

昭
和
六
年

神
奈
川
県
生
れ

大
串
　
　
章（
お
お
ぐ
し 

あ
き
ら
）

「
百
鳥
」主
宰

昭
和
十
二
年

佐
賀
県
生
れ

宇
多
喜
代
子（
う
だ 

き
よ
こ
）

「
草
樹
」

会
員
代
表

昭
和
十
年

山
口
県
生
れ

こ
ぐ
ま
ざ

高
野
ム
ツ
オ（
た
か
の 

む
つ
お
）

「
小
熊
座
」主
宰

昭
和
二
十
二
年

宮
城
県
生
れ

●
規
定
の
投
句
用
紙
あ
る
い
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
投
句
フ
ォ
ー
ム
に
必

要
事
項
及
び
未
発
表
作
品
を
日
本
語
で
記
載
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ

全
国
俳
句
大
会
事
務
局
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
性
別
・
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
ど
な
た
で
も
ご
応
募
で
き
ま
す
。

本
大
会
関
係
者
は
投
句
で
き
ま
せ
ん
。

●
幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生
の
方
が
応
募
さ
れ
る
場
合
は
保
護

者
の
同
意
を
得
て
く
だ
さ
い
。

●
入
選
作
品
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
刊
行
物
・Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
な

ど
で
使
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
選
考
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。

投
句
さ
れ
た
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

●
大
会
事
務
局
で
あ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
個
人
情
報
保
護

の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
、
取
得
の
際
に
示
し
た
利
用
目

的
の
範
囲
内
で
利
用
し
ま
す
。
お
預
か
り
し
た
個
人
情
報

は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
通
信
講
座
や
大
会
の
ご
案
内
に
の
み
使

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。（
当
学
園
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
、
個
人
情
報
保
護
ポ
リ
シ
ー
を
記
載
し
て
お
り

ま
す
）

●
作
品
投
句
し
た
時
点
で
本
注
意
事
項
に
同
意
し
た
も
の
と

し
ま
す
。

応
募
上
の
ご
注
意

必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い

〒
１
８
６

－

８
０
０
１ 

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
２

－
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－

２

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会
」事
務
局

　
　
　
　
☎
０
４
２

－

５
７
２

－

３
１
５
１
㈹

（
平
日
９
時
30
分
〜
12
時
・
13
時
〜
17
時
30
分
）

お
問
い
合
わ
せ
先・投
句
先

前回の大会には、国内外の7歳～103歳の皆様から
俳句をお寄せいただきました。



受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

〒186-8001
東京都国立市富士見台 2-36-2

NHK全国俳句大会事務局　御中
投句
在中

受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

※

※
印
欄
は
任
意
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

作
品
集
に

掲
載
す
る
お
名
前

日
 
 
 

〒

年
月 ※
本
名
と
違
う
場
合
の
み

　
ご
記
入
く
だ
さ
い

投
句
締
切
 令
和
２
年
9月
30日（

水
）消
印
有
効

投
句
締
切
 令
和
２
年
9月
30日（

水
）消
印
有
効

　

作
品
集
に

掲
載
す
る

お
名
前

所
属
結
社

作
品
集
に

掲
載
す
る

お
名
前

ど
ち
ら
か
を
○
で
必
ず
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

希
望
す
る

　
 

希
望
し
な
い

フ
リ
ガ
ナ

フ
リ
ガ
ナ

（
フ
リ
ガ
ナ
）

名
　
　
前

〒

電
話
番
号

住
　
　
所

生
年
月
日

名
　
　
前

電
話
番
号

住
　
　
所

生
年
月
日

都
 道

府
 県

都 道
府 県

●
投
句
料
5,000

円
（
応
募
は
一
人
一
組
）

ご投句には、上の点線を切り、
宛先として貼ると便利です。

N
H

K
全
国
俳
句
大
会
投
句
用
紙

―
自
由
題
・
題
詠
の
部
―

ここから
切り離し郵送

（
フ
リ
ガ
ナ
）

（
フ
リ
ガ
ナ
）

※作品は楷書体ではっきりとお書きください。

表題（タイトル）

の
　
り
　
し
　
ろ

の　り　し　ろ

会
場
参
加
を

会
　
場

参
加
を

※
入
場
券
は
、
投
句
組
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
投
句
者
1
名
に
つ
き

　
1
枚（
2
名
様
入
場
可
）の
発
行
と
な
り
ま
す
。

※
印
が
つ
い
て
い
な
い
場
合
は「
希
望
し
な
い
」と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ど
ち
ら
か
を
○
で
必
ず
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

希
望
す
る
     希

望
し
な
い

（
男
・
女
）

（
歳
）

（
男
・
女
）

（
歳
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会

 龍
太
賞

 専
用
投
句
用
紙

第
2
2
回

第
2
2
回

自
由
題
１

自
由
題
２

題
　「
生
」

（
希
望
者
の
み
）

「
生
」
の
漢
字
を
必
ず

入
れ
て
下
さ
い
。

※

題
詠
の
み
の
投
句
は
で
き
ま
せ
ん
。

郵
便
あ
る
い
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
Ｗ
ｅ
ｂ
投
句
が
で
き
ま
す
。

左
頁
の
所
定
の
用
紙（
コ
ピ
ー
可
）を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

投
句
用
紙
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
き
ま
す
。

ひ
と
り
何
組
で
も
、
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
　

●
投
句
作
品
は
、
未
発
表
・
自
作
で
、
作
者
本
人
か
ら
の
投
句
に
限
り
ま
す
。

●
既
発
表
作
品
・
二
重
投
句（
同
一
及
び
類
似
作
品
を
新
聞
・
雑
誌
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
コ
ン
ク
ー
ル
・
結

社
誌
・
同
人
誌
・Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
・
ブ
ロ
グ
・Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
へ
の
投
句
）は
、
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

●
同
一
作
品
、類
似
作
品
が
先
行
し
て
発
表
さ
れ
て
い
た
場
合
、入
選
・入
賞
を
辞
退
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

題
詠「
生
」
必
ず「
生
」の
漢
字
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
＊
題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

選
考
結
果
に
関
す
る
電
話
等
で
の
お
問
い
合
わ
せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

①
自
由
題
二
句

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

二
句
一
組
　
二
、二
〇
〇
円

②
自
由
題
二
句
と
題
詠「
生
」一
句…

…
…

三
句
一
組
　
三
、二
〇
〇
円

幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生
に
限
り

①
自
由
題
二
句

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

二
句
一
組
　
一
、一
〇
〇
円

②
自
由
題
二
句
と
題
詠「
生
」一
句…

…
…

三
句
一
組
　
一
、六
〇
〇
円

　
＊
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会「
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
」と
し
て
の
作
品
募
集
は
あ
り
ま
せ
ん
。

投
句
料

全
投
句
者
に
、
投
句
の
組
数
に
応
じ
て
お
渡
し
い
た
し
ま
す（
投
句
一
組
に
つ
き
一
冊
）。

●
投
句
者
で
会
場
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方 

⬇ 

入
場
券
と
引
き
か
え
に
、
当
日
会
場
で
お
渡
し
す
る
予
定
で
す
。

●
投
句
者
で
会
場
参
加
さ
れ
な
い
方 

⬇ 

大
会
終
了
後
に
郵
送
し
ま
す
。

●
ご
希
望
の
方
に
は
、
一
部
一
、五
〇
〇
円
で
頒
布
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
書
店
で
の
取
扱
い
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
事
務
局
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
）

入
選
作
品
集

●
予
選
選
者
に
よ
る
全
作
品
の
選
考
会
を
行
い
、
入
選
作
品
を
選
び
ま
す
。
入
選
作
品
か
ら
選
者
が
特
選
、

秀
作
、
佳
作
を
選
び
ま
す
。

●
入
選
以
上
が
内
定
し
た
作
品
の
作
者
に
12
月
上
旬
に「
内
定
作
品
確
認
書
」を
お
送
り
し
ま
す
。

●
特
選
に
選
ば
れ
た
作
品
の
中
か
ら
、
選
者
の
投
票
に
よ
り
大
会
大
賞
を
決
定
し
ま
す
。

●
入
選
・
入
賞
作
品
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
で
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

選
　
考

●
入
選
・
佳
作
・
秀
作
・
特
選
の
全
入
選
作
品
を
、
大
会
当
日（
令
和
３
年
１
月
24
日
）発
行
の

　「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会
入
選
作
品
集
」で
発
表
し
ま
す
。

発
　
表

●
選
者
特
選
・
秀
作
・
佳
作

　
全
選
者
が
自
由
題
特
選
２
句
、
題
詠
１
句
、
秀
作
25
句
、
佳
作
70
句
を
選
び
ま
す
。

　
特
選
と
秀
作
の
方
に
は
賞
状
を
お
贈
り
し
ま
す
。

　
選
者
特
選
１
席
に
選
ば
れ
た
作
品（
自
由
題
・題
詠
各
一
句
）は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
す

●
大
会
大
賞

　
大
会
大
賞
作
品
は
、
令
和
２
年
度
文
部
科
学
大
臣
賞
の
候
補
作
品
と
な
り
ま
す
。

※
大
会
大
賞
に
は
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
お
贈
り
し
ま
す
。

※

最
終
ペ
ー
ジ
に
記
載
の「
応
募
上
の
ご
注
意
」も
必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い
。

賞

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
句
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
郵
便
の
場
合
は
９
月
30
日（
水
）必
着
で
お
願
い

し
ま
す
。

●
海
外
投
句
作
品
の
入
選
結
果
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

海
外
在
住
者
の
応
募
に
つ
い
て

郵
便
払
込
を
ご
利
用
の
場
合
　※

払
込
手
数
料
は
ご
本
人
様
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
郵
便
払
込
取
扱
票
の
通
信
欄
に
組
数
と
投
句
料
を
ご
記
入
の
上
、
払
込
み
く
だ
さ
い
。

　
振
替
払
込
受
付
証
明
書
を
投
句
用
紙
の「
の
り
し
ろ
」欄
に
貼
り
付
け
て
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　（
証
明
書
が
な
い
場
合
は
、
払
込
み
し
た
日
付
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

　
口
座
番
号
：
０
０
１
９
０

－
５

－
３
３
６
８
６
９
　
加
入
者
名
：Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
俳
句
大
会
事
務
局

郵
便
で
の
ご
投
句

令
和
２
年
９
月
30
日（
水
） 

消
印
有
効

ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
句

令
和
２
年
９
月
30
日（
水
） 

23
時
59
分

投
句

締
切

郵
便
で
の
ご
投
句

１①
投
句
用
紙（
折
っ
て
も
可
）

②
投
句
料（
郵
便
払
込
の
場
合
は
振
替

　
払
込
受
付
証
明
書
ま
た
は
そ
の
写
し
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
句

２Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
投
句
で

き
ま
す
。

送
っ
て
い
た
だ
く
も
の

１
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

15

※
入
場
券
は
投
句
者
１
名
に

つ
き
１
枚（
２
名
様
入
場

可
）の
発
行
と
な
り
ま
す
。

※
印
が
つ
い
て
い
な
い
場
合

は「
希
望
し
な
い
」と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

俳
句
結
社
に
所
属
し
て
い
な
い
場
合
は
空
欄
に
し
て
く
だ
さ
い

大
正
・
昭
和
・
平
成

大
正
・
昭
和
・
平
成

投句料
●自由題2句の場合 ………………… 2,200円
●自由題2句と題詠1句の場合 …… 3,200円
幼児・小学生・中学生は
●自由題2句の場合 ………………… 1,100円
●自由題2句と題詠1句の場合 …… 1,600円 前回の入選作品集

払込日　  　月　  　日

投句料を郵便払込された方は
振替払込受付証明書（お客さま用）
を貼ってください。証明書がない場合は

払込日をご記入ください。

払
込
日
　
  　
月
　
  　
日

投
句
料
を
郵
便
払
込
さ
れ
た
方
は
振
替
払
込
受
付
証
明
書

（
お
客
さ
ま
用
）を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。証
明
書
が
な
い
場
合
は

払
込
日
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

投
句
要
領
自
由
題・題
詠
の
部

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
状
況
に
よ
っ
て
は
イ
ベ
ン
ト
内
容
の
変
更
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
も
あ
り
ま
す
。投
句
時
に「
会
場
参
加
を
希
望
す
る
」に
印
を
つ
け
た
方
に
11
月
下
旬
に
、「
大

会
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
つ
い
て
」の
ご
案
内
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
投
句
な
さ
ら
ず
観
覧
の
み
ご

希
望
さ
れ
る
方
は
11
月
下
旬
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
大
会
イ
ベ
ン
ト
観
覧
に
つ
い
て
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
会
会
場
参
加
に
つ
い
て

個
人
情
報
に
つ
い
て

個
人
情
報
は
、
入
選
作
品
集
の
作
成

と
配
布
、Ｎ
Ｈ
Ｋ・Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
俳
句

大
会
や
通
信
講
座
の
ご
案
内
に
使
用

い
た
し
ま
す
。

ご
確
認
く
だ
さ
い

●
未
発
表
・
自
作
で
、
作
者
本
人
か
ら
の
投

句
に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
か
。

●
二
重
投
句（
同
一
作
品
を
新
聞
・
雑
誌
・
放

送
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
結
社
誌
・
同
人
誌
・

大
会
・
コ
ン
ク
ー
ル
・
機
関
誌
等
へ
投
句
）

し
て
い
ま
せ
ん
か
。

●
誤
字
・
脱
字
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

●
投
句
後
の
作
品
の
訂
正
や
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
作
品
の
控
え
を
お
手
元
に
残
し
て
く
だ
さ
い
。

（
幼
児・小

学
生・中

学
生
の
方
の
み
）

保
護
者
の
お
名
前

（
フ
リ
ガ
ナ
）

※
任
意
で
ご
記
入

　
く
だ
さ
い

日
年

月



受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

〒186-8001
東京都国立市富士見台 2-36-2

NHK全国俳句大会事務局　御中
投句
在中

受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

※

※
印
欄
は
任
意
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

作
品
集
に

掲
載
す
る
お
名
前

日
 
 
 

〒

年
月 ※
本
名
と
違
う
場
合
の
み

　
ご
記
入
く
だ
さ
い

投
句
締
切
 令
和
２
年
9月
30日（

水
）消
印
有
効

投
句
締
切
 令
和
２
年
9月
30日（

水
）消
印
有
効

　

作
品
集
に

掲
載
す
る

お
名
前

所
属
結
社

作
品
集
に

掲
載
す
る

お
名
前

ど
ち
ら
か
を
○
で
必
ず
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

希
望
す
る

　
 

希
望
し
な
い

フ
リ
ガ
ナ

フ
リ
ガ
ナ

（
フ
リ
ガ
ナ
）

名
　
　
前

〒

電
話
番
号

住
　
　
所

生
年
月
日

名
　
　
前

電
話
番
号

住
　
　
所

生
年
月
日

都
 道

府
 県

都 道
府 県

●
投
句
料
5,000

円
（
応
募
は
一
人
一
組
）

ご投句には、上の点線を切り、
宛先として貼ると便利です。

N
H

K
全
国
俳
句
大
会
投
句
用
紙

―
自
由
題
・
題
詠
の
部
―

ここから
切り離し郵送

（
フ
リ
ガ
ナ
）

（
フ
リ
ガ
ナ
）

※作品は楷書体ではっきりとお書きください。

表題（タイトル）

の
　
り
　
し
　
ろ

の　り　し　ろ

会
場
参
加
を

会
　
場

参
加
を

※
入
場
券
は
、
投
句
組
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
投
句
者
1
名
に
つ
き

　
1
枚（
2
名
様
入
場
可
）の
発
行
と
な
り
ま
す
。

※
印
が
つ
い
て
い
な
い
場
合
は「
希
望
し
な
い
」と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ど
ち
ら
か
を
○
で
必
ず
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

希
望
す
る
     希

望
し
な
い

（
男
・
女
）

（
歳
）

（
男
・
女
）

（
歳
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会

 龍
太
賞

 専
用
投
句
用
紙

第
2
2
回

第
2
2
回

自
由
題
１

自
由
題
２

題
　「
生
」

（
希
望
者
の
み
）

「
生
」
の
漢
字
を
必
ず

入
れ
て
下
さ
い
。

※

題
詠
の
み
の
投
句
は
で
き
ま
せ
ん
。

郵
便
あ
る
い
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
Ｗ
ｅ
ｂ
投
句
が
で
き
ま
す
。

左
頁
の
所
定
の
用
紙（
コ
ピ
ー
可
）を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

投
句
用
紙
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
き
ま
す
。

ひ
と
り
何
組
で
も
、
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
　

●
投
句
作
品
は
、
未
発
表
・
自
作
で
、
作
者
本
人
か
ら
の
投
句
に
限
り
ま
す
。

●
既
発
表
作
品
・
二
重
投
句（
同
一
及
び
類
似
作
品
を
新
聞
・
雑
誌
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
コ
ン
ク
ー
ル
・
結

社
誌
・
同
人
誌
・Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
・
ブ
ロ
グ
・Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
へ
の
投
句
）は
、
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

●
同
一
作
品
、類
似
作
品
が
先
行
し
て
発
表
さ
れ
て
い
た
場
合
、入
選
・入
賞
を
辞
退
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

題
詠「
生
」
必
ず「
生
」の
漢
字
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
＊
題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

選
考
結
果
に
関
す
る
電
話
等
で
の
お
問
い
合
わ
せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

①
自
由
題
二
句

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

二
句
一
組
　
二
、二
〇
〇
円

②
自
由
題
二
句
と
題
詠「
生
」一
句…

…
…

三
句
一
組
　
三
、二
〇
〇
円

幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生
に
限
り

①
自
由
題
二
句

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

二
句
一
組
　
一
、一
〇
〇
円

②
自
由
題
二
句
と
題
詠「
生
」一
句…

…
…

三
句
一
組
　
一
、六
〇
〇
円

　
＊
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会「
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
」と
し
て
の
作
品
募
集
は
あ
り
ま
せ
ん
。

投
句
料

全
投
句
者
に
、
投
句
の
組
数
に
応
じ
て
お
渡
し
い
た
し
ま
す（
投
句
一
組
に
つ
き
一
冊
）。

●
投
句
者
で
会
場
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方 

⬇ 

入
場
券
と
引
き
か
え
に
、
当
日
会
場
で
お
渡
し
す
る
予
定
で
す
。

●
投
句
者
で
会
場
参
加
さ
れ
な
い
方 

⬇ 

大
会
終
了
後
に
郵
送
し
ま
す
。

●
ご
希
望
の
方
に
は
、
一
部
一
、五
〇
〇
円
で
頒
布
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
書
店
で
の
取
扱
い
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
事
務
局
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
）

入
選
作
品
集

●
予
選
選
者
に
よ
る
全
作
品
の
選
考
会
を
行
い
、
入
選
作
品
を
選
び
ま
す
。
入
選
作
品
か
ら
選
者
が
特
選
、

秀
作
、
佳
作
を
選
び
ま
す
。

●
入
選
以
上
が
内
定
し
た
作
品
の
作
者
に
12
月
上
旬
に「
内
定
作
品
確
認
書
」を
お
送
り
し
ま
す
。

●
特
選
に
選
ば
れ
た
作
品
の
中
か
ら
、
選
者
の
投
票
に
よ
り
大
会
大
賞
を
決
定
し
ま
す
。

●
入
選
・
入
賞
作
品
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
で
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

選
　
考

●
入
選
・
佳
作
・
秀
作
・
特
選
の
全
入
選
作
品
を
、
大
会
当
日（
令
和
３
年
１
月
24
日
）発
行
の

　「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会
入
選
作
品
集
」で
発
表
し
ま
す
。

発
　
表

●
選
者
特
選
・
秀
作
・
佳
作

　
全
選
者
が
自
由
題
特
選
２
句
、
題
詠
１
句
、
秀
作
25
句
、
佳
作
70
句
を
選
び
ま
す
。

　
特
選
と
秀
作
の
方
に
は
賞
状
を
お
贈
り
し
ま
す
。

　
選
者
特
選
１
席
に
選
ば
れ
た
作
品（
自
由
題
・題
詠
各
一
句
）は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
す

●
大
会
大
賞

　
大
会
大
賞
作
品
は
、
令
和
２
年
度
文
部
科
学
大
臣
賞
の
候
補
作
品
と
な
り
ま
す
。

※

大
会
大
賞
に
は
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
お
贈
り
し
ま
す
。

※

最
終
ペ
ー
ジ
に
記
載
の「
応
募
上
の
ご
注
意
」も
必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い
。

賞

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
句
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
郵
便
の
場
合
は
９
月
30
日（
水
）必
着
で
お
願
い

し
ま
す
。

●
海
外
投
句
作
品
の
入
選
結
果
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

海
外
在
住
者
の
応
募
に
つ
い
て

郵
便
払
込
を
ご
利
用
の
場
合
　※

払
込
手
数
料
は
ご
本
人
様
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
郵
便
払
込
取
扱
票
の
通
信
欄
に
組
数
と
投
句
料
を
ご
記
入
の
上
、
払
込
み
く
だ
さ
い
。

　
振
替
払
込
受
付
証
明
書
を
投
句
用
紙
の「
の
り
し
ろ
」欄
に
貼
り
付
け
て
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　（
証
明
書
が
な
い
場
合
は
、
払
込
み
し
た
日
付
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

　
口
座
番
号
：
０
０
１
９
０

－

５

－

３
３
６
８
６
９
　
加
入
者
名
：Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
俳
句
大
会
事
務
局

郵
便
で
の
ご
投
句

令
和
２
年
９
月
30
日（
水
） 

消
印
有
効

ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
句

令
和
２
年
９
月
30
日（
水
） 

23
時
59
分

投
句

締
切

郵
便
で
の
ご
投
句

１①
投
句
用
紙（
折
っ
て
も
可
）

②
投
句
料（
郵
便
払
込
の
場
合
は
振
替

　
払
込
受
付
証
明
書
ま
た
は
そ
の
写
し
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
句

２Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
投
句
で

き
ま
す
。

送
っ
て
い
た
だ
く
も
の

１
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

15

※
入
場
券
は
投
句
者
１
名
に

つ
き
１
枚（
２
名
様
入
場

可
）の
発
行
と
な
り
ま
す
。

※
印
が
つ
い
て
い
な
い
場
合

は「
希
望
し
な
い
」と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

俳
句
結
社
に
所
属
し
て
い
な
い
場
合
は
空
欄
に
し
て
く
だ
さ
い

大
正
・
昭
和
・
平
成

大
正
・
昭
和
・
平
成

投句料
●自由題2句の場合 ………………… 2,200円
●自由題2句と題詠1句の場合 …… 3,200円
幼児・小学生・中学生は
●自由題2句の場合 ………………… 1,100円
●自由題2句と題詠1句の場合 …… 1,600円 前回の入選作品集

払込日　  　月　  　日

投句料を郵便払込された方は
振替払込受付証明書（お客さま用）
を貼ってください。証明書がない場合は

払込日をご記入ください。

払
込
日
　
  　
月
　
  　
日

投
句
料
を
郵
便
払
込
さ
れ
た
方
は
振
替
払
込
受
付
証
明
書

（
お
客
さ
ま
用
）を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。証
明
書
が
な
い
場
合
は

払
込
日
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

投
句
要
領
自
由
題・題
詠
の
部

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
状
況
に
よ
っ
て
は
イ
ベ
ン
ト
内
容
の
変
更
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
も
あ
り
ま
す
。投
句
時
に「
会
場
参
加
を
希
望
す
る
」に
印
を
つ
け
た
方
に
11
月
下
旬
に
、「
大

会
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
つ
い
て
」の
ご
案
内
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
投
句
な
さ
ら
ず
観
覧
の
み
ご

希
望
さ
れ
る
方
は
11
月
下
旬
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
大
会
イ
ベ
ン
ト
観
覧
に
つ
い
て
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
会
会
場
参
加
に
つ
い
て

個
人
情
報
に
つ
い
て

個
人
情
報
は
、
入
選
作
品
集
の
作
成

と
配
布
、Ｎ
Ｈ
Ｋ・Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
俳
句

大
会
や
通
信
講
座
の
ご
案
内
に
使
用

い
た
し
ま
す
。

ご
確
認
く
だ
さ
い

●
未
発
表
・
自
作
で
、
作
者
本
人
か
ら
の
投

句
に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
か
。

●
二
重
投
句（
同
一
作
品
を
新
聞
・
雑
誌
・
放

送
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
結
社
誌
・
同
人
誌
・

大
会
・
コ
ン
ク
ー
ル
・
機
関
誌
等
へ
投
句
）

し
て
い
ま
せ
ん
か
。

●
誤
字
・
脱
字
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

●
投
句
後
の
作
品
の
訂
正
や
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
作
品
の
控
え
を
お
手
元
に
残
し
て
く
だ
さ
い
。

（
幼
児・小

学
生・中

学
生
の
方
の
み
）

保
護
者
の
お
名
前

（
フ
リ
ガ
ナ
）

※
任
意
で
ご
記
入

　
く
だ
さ
い

日
年

月



受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

〒186-8001
東京都国立市富士見台 2-36-2

NHK全国俳句大会事務局　御中
投句
在中

受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

※

※
印
欄
は
任
意
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

作
品
集
に

掲
載
す
る
お
名
前

日
 
 
 

〒

年
月 ※
本
名
と
違
う
場
合
の
み

　
ご
記
入
く
だ
さ
い

投
句
締
切
 令
和
２
年
9月
30日（

水
）消
印
有
効

投
句
締
切
 令
和
２
年
9月
30日（

水
）消
印
有
効

　

作
品
集
に

掲
載
す
る

お
名
前

所
属
結
社

作
品
集
に

掲
載
す
る

お
名
前

ど
ち
ら
か
を
○
で
必
ず
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

希
望
す
る

　
 

希
望
し
な
い

フ
リ
ガ
ナ

フ
リ
ガ
ナ

（
フ
リ
ガ
ナ
）

名
　
　
前

〒

電
話
番
号

住
　
　
所

生
年
月
日

名
　
　
前

電
話
番
号

住
　
　
所

生
年
月
日

都
 道

府
 県

都 道
府 県

●
投
句
料
5,000

円
（
応
募
は
一
人
一
組
）

ご投句には、上の点線を切り、
宛先として貼ると便利です。

N
H

K
全
国
俳
句
大
会
投
句
用
紙

―
自
由
題
・
題
詠
の
部
―

ここから
切り離し郵送

（
フ
リ
ガ
ナ
）

（
フ
リ
ガ
ナ
）

※作品は楷書体ではっきりとお書きください。

表題（タイトル）

の
　
り
　
し
　
ろ

の　り　し　ろ

会
場
参
加
を

会
　
場

参
加
を

※
入
場
券
は
、
投
句
組
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
投
句
者
1
名
に
つ
き

　
1
枚（
2
名
様
入
場
可
）の
発
行
と
な
り
ま
す
。

※
印
が
つ
い
て
い
な
い
場
合
は「
希
望
し
な
い
」と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ど
ち
ら
か
を
○
で
必
ず
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

希
望
す
る
     希

望
し
な
い

（
男
・
女
）

（
歳
）

（
男
・
女
）

（
歳
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会

 龍
太
賞

 専
用
投
句
用
紙

第
2
2
回

第
2
2
回

自
由
題
１

自
由
題
２

題
　「
生
」

（
希
望
者
の
み
）

「
生
」
の
漢
字
を
必
ず

入
れ
て
下
さ
い
。

※

題
詠
の
み
の
投
句
は
で
き
ま
せ
ん
。

郵
便
あ
る
い
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
Ｗ
ｅ
ｂ
投
句
が
で
き
ま
す
。

左
頁
の
所
定
の
用
紙（
コ
ピ
ー
可
）を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

投
句
用
紙
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
き
ま
す
。

ひ
と
り
何
組
で
も
、
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
　

●
投
句
作
品
は
、
未
発
表
・
自
作
で
、
作
者
本
人
か
ら
の
投
句
に
限
り
ま
す
。

●
既
発
表
作
品
・
二
重
投
句（
同
一
及
び
類
似
作
品
を
新
聞
・
雑
誌
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
コ
ン
ク
ー
ル
・
結

社
誌
・
同
人
誌
・Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
・
ブ
ロ
グ
・Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
へ
の
投
句
）は
、
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

●
同
一
作
品
、類
似
作
品
が
先
行
し
て
発
表
さ
れ
て
い
た
場
合
、入
選
・入
賞
を
辞
退
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

題
詠「
生
」
必
ず「
生
」の
漢
字
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　
＊
題
詠
の
み
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

選
考
結
果
に
関
す
る
電
話
等
で
の
お
問
い
合
わ
せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

①
自
由
題
二
句

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

二
句
一
組
　
二
、二
〇
〇
円

②
自
由
題
二
句
と
題
詠「
生
」一
句…

…
…

三
句
一
組
　
三
、二
〇
〇
円

幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生
に
限
り

①
自
由
題
二
句

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

二
句
一
組
　
一
、一
〇
〇
円

②
自
由
題
二
句
と
題
詠「
生
」一
句…

…
…

三
句
一
組
　
一
、六
〇
〇
円

　
＊
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会「
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
」と
し
て
の
作
品
募
集
は
あ
り
ま
せ
ん
。

投
句
料

全
投
句
者
に
、
投
句
の
組
数
に
応
じ
て
お
渡
し
い
た
し
ま
す（
投
句
一
組
に
つ
き
一
冊
）。

●
投
句
者
で
会
場
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方 

⬇ 

入
場
券
と
引
き
か
え
に
、
当
日
会
場
で
お
渡
し
す
る
予
定
で
す
。

●
投
句
者
で
会
場
参
加
さ
れ
な
い
方 

⬇ 

大
会
終
了
後
に
郵
送
し
ま
す
。

●
ご
希
望
の
方
に
は
、
一
部
一
、五
〇
〇
円
で
頒
布
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
書
店
で
の
取
扱
い
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
事
務
局
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
）

入
選
作
品
集

●
予
選
選
者
に
よ
る
全
作
品
の
選
考
会
を
行
い
、
入
選
作
品
を
選
び
ま
す
。
入
選
作
品
か
ら
選
者
が
特
選
、

秀
作
、
佳
作
を
選
び
ま
す
。

●
入
選
以
上
が
内
定
し
た
作
品
の
作
者
に
12
月
上
旬
に「
内
定
作
品
確
認
書
」を
お
送
り
し
ま
す
。

●
特
選
に
選
ば
れ
た
作
品
の
中
か
ら
、
選
者
の
投
票
に
よ
り
大
会
大
賞
を
決
定
し
ま
す
。

●
入
選
・
入
賞
作
品
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
で
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

選
　
考

●
入
選
・
佳
作
・
秀
作
・
特
選
の
全
入
選
作
品
を
、
大
会
当
日（
令
和
３
年
１
月
24
日
）発
行
の

　「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会
入
選
作
品
集
」で
発
表
し
ま
す
。

発
　
表

●
選
者
特
選
・
秀
作
・
佳
作

　
全
選
者
が
自
由
題
特
選
２
句
、
題
詠
１
句
、
秀
作
25
句
、
佳
作
70
句
を
選
び
ま
す
。

　
特
選
と
秀
作
の
方
に
は
賞
状
を
お
贈
り
し
ま
す
。

　
選
者
特
選
１
席
に
選
ば
れ
た
作
品（
自
由
題
・題
詠
各
一
句
）は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
す

●
大
会
大
賞

　
大
会
大
賞
作
品
は
、
令
和
２
年
度
文
部
科
学
大
臣
賞
の
候
補
作
品
と
な
り
ま
す
。

※

大
会
大
賞
に
は
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
お
贈
り
し
ま
す
。

※

最
終
ペ
ー
ジ
に
記
載
の「
応
募
上
の
ご
注
意
」も
必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い
。

賞

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
句
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
郵
便
の
場
合
は
９
月
30
日（
水
）必
着
で
お
願
い

し
ま
す
。

●
海
外
投
句
作
品
の
入
選
結
果
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

海
外
在
住
者
の
応
募
に
つ
い
て

郵
便
払
込
を
ご
利
用
の
場
合
　※

払
込
手
数
料
は
ご
本
人
様
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
郵
便
払
込
取
扱
票
の
通
信
欄
に
組
数
と
投
句
料
を
ご
記
入
の
上
、
払
込
み
く
だ
さ
い
。

　
振
替
払
込
受
付
証
明
書
を
投
句
用
紙
の「
の
り
し
ろ
」欄
に
貼
り
付
け
て
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　（
証
明
書
が
な
い
場
合
は
、
払
込
み
し
た
日
付
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

　
口
座
番
号
：
０
０
１
９
０

－

５

－

３
３
６
８
６
９
　
加
入
者
名
：Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
俳
句
大
会
事
務
局

郵
便
で
の
ご
投
句

令
和
２
年
９
月
30
日（
水
） 

消
印
有
効

ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
句

令
和
２
年
９
月
30
日（
水
） 

23
時
59
分

投
句

締
切

郵
便
で
の
ご
投
句

１①
投
句
用
紙（
折
っ
て
も
可
）

②
投
句
料（
郵
便
払
込
の
場
合
は
振
替

　
払
込
受
付
証
明
書
ま
た
は
そ
の
写
し
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ご
投
句

２Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
投
句
で

き
ま
す
。

送
っ
て
い
た
だ
く
も
の

１
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

15

※
入
場
券
は
投
句
者
１
名
に

つ
き
１
枚（
２
名
様
入
場

可
）の
発
行
と
な
り
ま
す
。

※
印
が
つ
い
て
い
な
い
場
合

は「
希
望
し
な
い
」と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

俳
句
結
社
に
所
属
し
て
い
な
い
場
合
は
空
欄
に
し
て
く
だ
さ
い

大
正
・
昭
和
・
平
成

大
正
・
昭
和
・
平
成

投句料
●自由題2句の場合 ………………… 2,200円
●自由題2句と題詠1句の場合 …… 3,200円
幼児・小学生・中学生は
●自由題2句の場合 ………………… 1,100円
●自由題2句と題詠1句の場合 …… 1,600円 前回の入選作品集

払込日　  　月　  　日

投句料を郵便払込された方は
振替払込受付証明書（お客さま用）
を貼ってください。証明書がない場合は

払込日をご記入ください。

払
込
日
　
  　
月
　
  　
日

投
句
料
を
郵
便
払
込
さ
れ
た
方
は
振
替
払
込
受
付
証
明
書

（
お
客
さ
ま
用
）を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。証
明
書
が
な
い
場
合
は

払
込
日
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

投
句
要
領
自
由
題・題
詠
の
部

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
状
況
に
よ
っ
て
は
イ
ベ
ン
ト
内
容
の
変
更
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
も
あ
り
ま
す
。投
句
時
に「
会
場
参
加
を
希
望
す
る
」に
印
を
つ
け
た
方
に
11
月
下
旬
に
、「
大

会
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
つ
い
て
」の
ご
案
内
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
投
句
な
さ
ら
ず
観
覧
の
み
ご

希
望
さ
れ
る
方
は
11
月
下
旬
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
大
会
イ
ベ
ン
ト
観
覧
に
つ
い
て
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
会
会
場
参
加
に
つ
い
て

個
人
情
報
に
つ
い
て

個
人
情
報
は
、
入
選
作
品
集
の
作
成

と
配
布
、Ｎ
Ｈ
Ｋ・Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
俳
句

大
会
や
通
信
講
座
の
ご
案
内
に
使
用

い
た
し
ま
す
。

ご
確
認
く
だ
さ
い

●
未
発
表
・
自
作
で
、
作
者
本
人
か
ら
の
投

句
に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
か
。

●
二
重
投
句（
同
一
作
品
を
新
聞
・
雑
誌
・
放

送
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
結
社
誌
・
同
人
誌
・

大
会
・
コ
ン
ク
ー
ル
・
機
関
誌
等
へ
投
句
）

し
て
い
ま
せ
ん
か
。

●
誤
字
・
脱
字
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

●
投
句
後
の
作
品
の
訂
正
や
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
作
品
の
控
え
を
お
手
元
に
残
し
て
く
だ
さ
い
。

（
幼
児・小

学
生・中

学
生
の
方
の
み
）

保
護
者
の
お
名
前

（
フ
リ
ガ
ナ
）

※
任
意
で
ご
記
入

　
く
だ
さ
い

日
年

月



生

ⒸNHK・TYO

N
H

K
 A

ll Ja
p

a
n

 H
a

ik
u

 T
o

u
rn

a
m

en
t

龍

太

賞

飯
田 

龍
太

　
俳
人
飯
田
龍
太
は
、
俳
壇
史
上
で
も
ま
れ
に
見
る
高
い
文

業
と
清
冽
な
句
柄
で
日
本
人
の
心
を
魅
了
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
俳
句
は
普
段
着
の
文
芸
、
庶
民
の
文
芸
で
あ
る
」

と
し
て
、
そ
の
普
及
と
指
導
に
あ
た
り
、
俳
句
の
裾
野
を
広

げ
る
べ
く
、
尽
力
し
ま
し
た
。

　
龍
太
の
功
績
を
称
え
、
よ
り
多
く
の
方
に
俳
句
に
親
し
ん

で
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
二
十
六
年
度
よ
り「
飯
田
龍
太
賞
」

の
募
集
を
開
始
、
前
回
よ
り
賞
名
を
「
龍
太
賞
」
と
改
め
ま

し
た
。

　
今
年
は
龍
太
生
誕
１
０
０
年
を
迎
え
ま
す
。
み
な
さ
ま
の

ご
応
募
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

大正9年、山梨県東八代郡境川村（現笛吹市境川町）
に生まれる。昭和37年、父飯田蛇笏の死去により、「雲
母」主宰。清新な詩情と気品ある声調で自然や人間
を詠いあげた作品を多く発表する一方、郷土山梨で
の文芸活動に携わり、山梨県立文学館の創設、山梨
日日新聞の文芸欄の選者などを務め、俳句の普及に
貢献した。昭和56年、NHK学園俳句講座を創設。
講座監修者として多くの俳句愛好家の指導にあた
り、俳句の裾野を広げることに尽力した。同年、日
本藝術院賞恩賜賞受賞。平成4年、「雲母」900号を
もって終刊。平成19年、逝去。享年86歳。（写真提供：
飯田秀實）

い
い
だ

り
ゅ
う
た

投
句
用
紙

投
句
作
品

裏
面
の
所
定
の
用
紙（
コ
ピ
ー
可
）を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

投
句
用
紙
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
き
ま
す
。（
ネ
ッ
ト
で
の
投

句
は
で
き
ま
せ
ん
）

応
募
は
１
人
１
組
に
限
り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
応

募
で
き
ま
す
。

●
投
句
作
品
は
、
15
句
と
も
自
作
・
未
発
表
で
、
作
者
本
人

か
ら
の
投
稿
に
限
り
ま
す
。

●
既
発
表
作
品
・
二
重
投
句（
同
一
及
び
類
似
作
品
を
新

聞
・
雑
誌
・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
コ
ン
ク
ー
ル
・
結
社
誌
・

同
人
誌
・Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
・
ブ
ロ
グ
・Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
へ
の
投

句
）は
、
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

●
15
句
中
に
既
発
表
作
品
、
二
重
投
句
、
酷
似
作
品
が
あ

れ
ば
、
無
効
と
な
り
ま
す
。

新
作
15
句
を
１
組
と
し
、
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。
表
題（
タ
イ
ト
ル
）を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

選
　
考

15
句
を
１
組
と
し
て
一
次
選
考
、最
終
選
考
を
行
い
、入
選
・

奨
励
賞
・
選
者
賞
・
龍
太
賞
を
決
定
し
ま
す
。

入
選
が
内
定
し
た
作
者
お
よ
び
受
賞
が
内
定
し
た
作
者
に

は
、
12
月
上
旬
に
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

発
　
表

入
選
作
品
と
作
者
名
は
、大
会
当
日（
令
和
３
年
１
月
24
日
）

発
行
の「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会
龍
太
賞
入
選
作
品
集
」で

発
表
し
ま
す
。
な
お
、
投
句
者
に
は
作
品
集
を
１
冊
お
渡

し
い
た
し
ま
す
。

龍
太
賞
、
選
者
賞
、
入
選
作
品
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

※

最
終
ペ
ー
ジ
に
記
載
の「
応
募
上
の
ご
注
意
」も
必
ず
お

読
み
く
だ
さ
い
。

賞

●
龍
太
賞…

選
者
の
合
議
に
よ
る
最
終
選
考
を
経
て
、
１ 

組（
15
句
）を
決
定
。

●
選
者
賞…

各
選
者
１
組
を
決
定
。

　
龍
太
賞
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
）

ス
テ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
す
。

投
句
締
切

令
和
２
年
９
月
30
日（
水
） 

消
印
有
効

１
組
15
句
　
五
、〇
〇
〇 

円（
１
人
１
組
に
限
る
）

※

幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生
の
割
引
は
あ
り
ま
せ
ん
。

投
句
料

〒
１
８
６

－

８
０
０
１  

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
２

－
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２

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
内
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会
事
務
局

投
句
先

郵
便
払
込
を
ご
利
用
の
場
合

●
郵
便
払
込
取
扱
票
の
通
信
欄
に
組
数
と
投
句
料
を
ご
記

入
の
上
、
払
込
み
く
だ
さ
い
。
振
替
払
込
受
付
証
明
書

を
投
句
用
紙
の「
の
り
し
ろ
」欄
に
貼
り
付
け
て
、
ご
応

募
く
だ
さ
い
。（
証
明
書
が
な
い
場
合
は
、
払
込
み
し
た

日
付
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

口
座
番
号
：
０
０
１
９
０ 

ー 

５ 

ー 

３
３
６
８
６
９

加
入
者
名
：Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
俳
句
大
会
事
務
局

「
龍
太
賞
」選
者
（
敬
称
略 

五
十
音
順
）

第22回 全国俳句大会選者 敬称略
五十音順（ ）

い
な
は
た 

こ
う
た
ろ
う

稲
畑
廣
太
郎

昭
和
三
十
二
年

兵
庫
県
生
れ

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」主
宰

稲
畑
　
汀
子（
い
な
は
た 

て
い
こ
）

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」

名
誉
主
宰

か
っ
こ
う

こ
う
う

た
ま
も

し
　
び

た
け

た
か

む
ぎて

ん
い

ち
い
ん

そ
う
じ
ゅ

さ
わ

ぐ
ん
じ
ょ
う

い
の
う
え
　
　
や
す
あ
き

井
上
　
康
明

昭
和
二
十
七
年

山
梨
県
生
れ

「
郭
公
」主
宰

う
だ
　き
よ
こ

宇
多
喜
代
子

昭
和
十
年

山
口
県
生
れ

「
草
樹
」会
員
代
表

お
ざ
わ
　
　
　
　
み
の
る

小
澤
　
　
實

昭
和
三
十
一
年

長
野
県
生
れ

「
澤
」主
宰

か
い
　
　
　
み
ち
こ

櫂
　
未
知
子

昭
和
三
十
五
年

北
海
道
生
れ

「
群
青
」代
表

か
た
や
ま  

ゆ
み
こ

片
山
由
美
子

昭
和
二
十
七
年

千
葉
県
生
れ

「
香
雨
」主
宰

た
か
や
な
ぎ
　
か
つ
ひ
ろ

髙
柳
　
克
弘

昭
和
五
十
五
年

静
岡
県
生
れ

「
鷹
」編
集
長

つ
し
ま
　
　
　
や
す
こ

対
馬
　
康
子

昭
和
二
十
八
年

香
川
県
生
れ

「
麦
」会
長

「
天
為
」最
高
顧
問

な
つ
い

夏
井
い
つ
き

昭
和
三
十
二
年

愛
媛
県
生
れ

あ
お
い

俳
句
集
団

「
藍
生
」会
員

「
い
つ
き
組
」組
長

に
し
む
ら
　
　 

か
ず
こ

西
村
　
和
子

昭
和
二
十
三
年

神
奈
川
県
生
れ

「
知
音
」代
表

ほ
し
の
　
　
　
た
か
し

星
野
　
高
士

昭
和
二
十
七
年

神
奈
川
県
生
れ

「
玉
藻
」主
宰

ま
さ
き
　
　
　
　
　
こ

正
木
ゆ
う
子

昭
和
二
十
七
年

熊
本
県
生
れ

「
紫
薇
」同
人

み
や
さ
か
　
　 

し
ず
お

宮
坂
　
静
生

昭
和
十
二
年

長
野
県
生
れ

「
岳
」主
宰

俳
句

作
品
募
集
中

第
22
回

選
者（
五
十
音
順
）

自
由
題
・
題
詠

稲
畑
廣
太
郎

井
上

　康
明

宇
多
喜
代
子

小
澤

　
　實

櫂

　未
知
子

片
山
由
美
子

髙
柳

　克
弘

対
馬

　康
子

夏
井
い
つ
き

西
村

　和
子

星
野

　高
士

正
木
ゆ
う
子

宮
坂

　静
生

《
主
催
》 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

《
後
援
》 

文
化
庁
／
東
京
都

 

公
益
社
団
法
人
俳
人
協
会

 

現
代
俳
句
協
会

 

公
益
社
団
法
人
日
本
伝
統
俳
句
協
会

 

国
際
俳
句
交
流
協
会

《
協
力
》 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ナ
ル

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

《
協
賛
》 

伊
藤
園

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 新

作
十
五
句
募
集
︵
テ
ー
マ
自
由
︶

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル

（
東
京・渋
谷
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル

（
東
京・渋
谷
）

会

　場

令
和
３
年
１
月
23
日（
土
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

令
和
３
年
１
月
24
日（
日
）

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

開
催
日
時

投句締切
令和2年

9/30
（水）

  Anniversary

も
も
と
り

そ
う
じ
ゅ

稲
畑

　汀
子

宇
多
喜
代
子

大
串

　
　章

高
野
ム
ツ
オ

龍
太
賞

※大会当日の模様は収録し、編集の上その一部を後日放送する予定です。
※新型コロナウイルス感染拡大の状況によってはイベント内容を変更する場合があります。

昭
和
六
年

神
奈
川
県
生
れ

大
串
　
　
章（
お
お
ぐ
し 

あ
き
ら
）

「
百
鳥
」主
宰

昭
和
十
二
年

佐
賀
県
生
れ

宇
多
喜
代
子（
う
だ 

き
よ
こ
）

「
草
樹
」

会
員
代
表

昭
和
十
年

山
口
県
生
れ

こ
ぐ
ま
ざ

高
野
ム
ツ
オ（
た
か
の 

む
つ
お
）

「
小
熊
座
」主
宰

昭
和
二
十
二
年

宮
城
県
生
れ

●
規
定
の
投
句
用
紙
あ
る
い
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
投
句
フ
ォ
ー
ム
に
必

要
事
項
及
び
未
発
表
作
品
を
日
本
語
で
記
載
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ

全
国
俳
句
大
会
事
務
局
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
性
別
・
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
ど
な
た
で
も
ご
応
募
で
き
ま
す
。

本
大
会
関
係
者
は
投
句
で
き
ま
せ
ん
。

●
幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生
の
方
が
応
募
さ
れ
る
場
合
は
保
護

者
の
同
意
を
得
て
く
だ
さ
い
。

●
入
選
作
品
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
刊
行
物
・Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
な

ど
で
使
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
選
考
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。

投
句
さ
れ
た
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

●
大
会
事
務
局
で
あ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
個
人
情
報
保
護

の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
、
取
得
の
際
に
示
し
た
利
用
目

的
の
範
囲
内
で
利
用
し
ま
す
。
お
預
か
り
し
た
個
人
情
報

は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
の
通
信
講
座
や
大
会
の
ご
案
内
に
の
み
使

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。（
当
学
園
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
、
個
人
情
報
保
護
ポ
リ
シ
ー
を
記
載
し
て
お
り

ま
す
）

●
作
品
投
句
し
た
時
点
で
本
注
意
事
項
に
同
意
し
た
も
の
と

し
ま
す
。

応
募
上
の
ご
注
意

必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い

〒
１
８
６

－

８
０
０
１ 

東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
２

－
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－

２

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
俳
句
大
会
」事
務
局

　
　
　
　
☎
０
４
２

－

５
７
２

－

３
１
５
１
㈹

（
平
日
９
時
30
分
〜
12
時
・
13
時
〜
17
時
30
分
）

お
問
い
合
わ
せ
先・投
句
先

前回の大会には、国内外の7歳～103歳の皆様から
俳句をお寄せいただきました。


